ほばく .S んこく 

警官 の 捕縛す ると ころと なり、 ことごと く 監獄に 投ぜ 

られ た。 しかも 裁判 を 重ねた 結果、 主犯 蟹 は 死刑に な 

り、 臼、 蜂、 卵 等の 共犯 は 無期 徒刑の 宣告 を 受けた の 

とぎばなし 

である。 ぉ伽噺 のみし か 知らない 読者 はこう 云う 彼 

等の 運命に、 怪訝の 念 を 持つ かも 知れない。 が、 これ 

すん ごう 

は 事実で ある。 寸 毫も 疑いの ない 事実で ある。 

かに かき 

蟹 は 蟹 自身の 言に よれば、 握り飯と 柿と 交換した。 

じゅくし あおがき 

が、 猿 は 熟柿 を 与えず、 青 柿ば かり 与えた のみ か、 蟹 

に 傷害 を 加える ように、 さんざん その 柿 を 投げつ けた 

と 云う。 しかし 蟹 は 猿との 間に、 一通の 証書 も 取り 

力 -7 もん， 

換わして いない。 よし また それ は 不問に 附 しても、 握 



その上 新聞 雑誌の 輿論 も、 蟹に 同情 を 寄せた もの は 

ほとんど 一 つもなかった ようで ある。 蟹の 猿 を 殺した 

の は 私憤の 結果に ほかなら ない。 しかも その 私憤た る 

おのれ け、， そつ 

や、 己の 無知と 軽卒 とから 猿に 利益 を 占められ たの 

を 忌々 しがった だけで はない か？ 優勝劣敗の 世の中 

に ァ J う 云う 私憤 を 洩らす とすれば、 禺心 者に あら ずん ば 

狂者で ある。 —— と 云う 非難が 多かった らしい。 現に 

商業 会議所 会頭 某 男爵 の ごとき は 大体 上の ような 意 

見と 共に、 蟹の 猿 を 殺した の も 多少 は 流行の 危険思想 

にか ぶれた ので あろうと 論断した。 そのせ いか 蟹の 

かたきう 

仇 打ち 以来、 某 男爵 は 壮士の ほかに も、 ブルドッグ を 



十 頭 飼った そうで ある。 

か つまた 蟹の 仇 打ち は いわゆる 識者の 間に も、 

,1 向 好評 を 博さなかった。 大学教授 某 博士 は 倫理学 上 

の 見地から、 蟹の 猿 を 殺した の は 復謦 の 意志に 出た 

ものである、 復謦は 善と 称し 難いと 云った。 それから 

社会主義の 某 首領 は 蟹 は 柿と か 握り飯と か 云う 私有 財 

産 を 難 有が つ ていたから、 臼 や 蜂 や 卵な ども 反動的 思 

想 を 持って いたのであろう、 事によると 尻押し をした 

こくすい かい ぼうしゅう 

の は 国粋 会 かも 知れない と 云った。 それから 某宗の 

管長 某 師は蟹 は 仏 慈悲 を 知らなかった らしい、 たとい 

青 柿 を 投げつ けられた としても、 仏 慈悲 を 知っていさ 



え すれば、 猿の 所業 を 憎む 代りに、 反って それ を憐ん 

だであろう。 ああ、 思えば 一度で も 好い から、 わたし 

の 説教 を 聴かせたかった と 云った。 それから —— また 

各方 面に いろいろ 批評す る 名士 はあった が、 いずれも 

ふさんせい 

蟹の 仇 打ちに は 不賛成の 声ば かりだった。 そう 云う 中 

にたった 一人、 蟹の ために 気 を 吐いた の は 酒豪 兼 詩人 

の 某 代議士で ある。 代議士 は 蟹の 仇 打ち は 武士道の 精 

神と 一致す ると 云った。 しかし こんな 時代遅れの 議論 

とま 

は 誰の 耳に も 止る はず はない。 のみならず 新聞の ゴ 

シップに よると、 その 代議士 は 数年 以前、 動物園 を 見 

物 中、 猿に 尿 を かけられ たこと を 遺 K に 思って いた 



ばいしょうふ 

れも 少し 書いて 置きたい。 蟹の 妻 は 売笑婦に なった。 

なった 動機 は 貧困の ため か、 彼女 自身の 性情の ため か、 

いまだ 

どちら か 未に 判然し ない。 蟹の 長男 は 父の 没後、 新 

まんぜん 

聞 雑誌の 用語 を 使う と、 「飜 然と 心 を 改めた ご 今 は 何 

でも ある 株屋の 番頭 か 何 かしてい ると 云う。 この 蟹 は 

ある 時 自分の 穴へ、 同類の 肉 を 食うた めに、 怪我 をし 

た 仲間 を 引きずり こんだ。 クロポトキン が 相互扶助 論 

の 中に、 蟹 も 同類 を劬 ると 云う 実例 を 引いた の はこ 

ちちろん 

の 蟹で ある。 次男の 蟹 は 小説家に なった。 勿論 小説家 

のこと だから、 女に 惚れる ほか は 何もし ない。 ただ 父 

蟹の 一 生 を 例に、 善 は 悪の |ハ 名で あるな どと、 好い 



加減な 皮肉 を 並べて いる。 三男の 蟹 は 愚物だった から、 

蟹より ほかの ものに なれなかった。 それが 横這いに 歩 

いている と、 握り飯が 一 つ 落ちて いた。 握り飯 は 彼の 

はさみ えもの 

好物だった。 彼 は 大きい 鋏の 先に この 獲物 を 拾い 上 

こずえ しらみ 

げた。 すると 高い 柿の 木の 梢に 虱 を 取って いた 猿が 

一 匹、 —— その 先 は 話す 必要 は あるまい。 

とにかく 猿と 戦った が 最後、 蟹 は 必ず 天下の ために 

殺される こと だけ は 事実で ある。 語 を 天下の 読者に 寄 

す。 君た ち もたいて い 蟹なん です よ。 

(大正 十二 年 二月) 
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